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Ⅳ 学びがつながることで，学びを実感する「学年プロジェクト活動」
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２ 全体計画の構造とそれぞれの解説
３年間の学びをイメージする３本のスパイラル構造
図の中の太い３本
の螺旋矢印は，活動
の方向性を表現して
いる。この３本の矢
印は３年間の連続し
た学びとして考える
ならば，本来は１本の矢印で表現されるべきところ
だが，後で述べる学年での目標を図中に加味する都
合上，学年ごとの矢印で表している。
１つのステージの中に描かれているもの
いずれの螺旋矢印
も，２つの大きな活
動のサイクル（以後
ステージと呼ぶ）を
持つ。このステージ
の中では「発意」「構
想」「構築」「表現」「省察」の一連の探究のプロセ
スが意識されている。この探究のプロセスは一方方
向に流れるわけではない。表現の中で新たな発意が
芽生えたり，構想の中にも仲間と検討する途中の段
階でこれまでの活動を省察したりする場合もある。
探究の姿で示す学年ごとの目標
学年プロジェクト
では，学びの姿も子
どもたちの探究する
姿となって表れてく
ることを期待してい
る。その姿を学年ご
との目標としてとらえ，評価する上での観点として
示した。どの学年も探究活動での目標をそれぞれの
発達段階に応じた３つの観点に分析した。はじめの
一つが「発意」「構想」「構築」に関する観点。二つ
目が「表現」に関する観点。三つ目が「省察」に関
する観点である。
学校文化を継承させる異学年間のつながり
各ステージの終盤
に位置付けられてい
る「表現」の場では，
各学年の特色を活か
しながら，その成果
を表明する。特に，
各学年はじめの「表現」の場は文化祭である。ここ
で，先輩や後輩の学びを目の当たりにする。下級生
は上級生の感動すら覚える表現活動に触発され，今
後の自分たちの活動に思いをはせる。そんな文化継
承のサイクルが脈々と受け継がれていることを，そ
れぞれのステージの「表現」を縦軸でつなぐことで
表している。
各学年の特徴的な姿
２つのステージを
つなぐ過程には様々
な特徴がある。その
特徴的な姿を学年で
一つずつ吹き出しと
いう形で表している。
１年生ではテーマ選び，２年生では文化祭から修学
旅行へのつなぎ，３年生では演劇活動へのつながり
と高まりをダイジェストとして書き表している。
学年プロジェクトを支える土台
最後に，これらの
活動を支える組織や
人々について言及す
る。まず，活動の企
画・推進は子どもた
ちによって構成され
ている実行委員会に委ねられている。さらに，これ
らの活動を支援していく教師集団や活動を専門的な
立場からアドバイスしてもらう大学教員，本物の探
究の営みを展開している専門家とのかかわわりなど
によって，本校の学年プロジェクトは支えられてい
る。
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